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にし、既存の TPS との線量計算結果と線量差分布の差について検討することである。 
まず、装置モデリングを行い MC 計算の精度検証を行った。装置モデリングは
Beamnrc/DOSXYZnrc コードを使用した MC 計算を組み込んだ加速器シミュレーションシ
ステムをコンピュータ上に仮想的に構築した。照射条件は 10 MV フラッタニングフィル
ターフリービーム、5×5 cm2の照射野とし、30×30×30 cm3の水ファントム中に 3×3×3cm3






に SBRT を行った既治療例の CT 画像を使用し標的部分へのリピオドール充填の有無によ
る線量差を MC 計算により比較した。リピオドール充填無しの場合の計算は、リピオドー
ル部分をすべて水に置換して行った。 
次に、リピオドール充填有りの標的における MC 計算と従来の TPS 計算の比較を行っ
た。自作ファントム、過去の患者 CT 画像を使用し、リピオドール充填標的部分における
MC 計算と既存の TPS 計算との線量差を比較した。TPS 計算のアルゴリズムは










ドール充填有りの標的における MC 計算と TPS 計算の比較では、AAA ではリピオドール
直前で最大 5.0%、リピオドール中で 7.4%減少し、リピオドール直後で 5.5%増加した。同






た。実治療症例の再計算結果においてもリピオドール中において MC 計算に比し AAA で
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判  定  合  格 
 
上記 3 名の審査委員会委員全員が出席のうえ、平成 30 年 2 月 1 日の第 73 回広島大学研究科




2 最適な線量分布を Deep learning等の AIを用いて計算する可能性 
3 リピオドール部分への過線量照射による有害事象の可能性 
4 MC計算システムの詳細について 
5 リピオドールが非癌部に取り込まれた場合の正常肝臓への影響 
6 リピオドール原液濃度の線量分布への影響 
 
これらに対して極めて適切な解答をなし、本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関係事
項に関する本人の学識について試験した結果、全員一致していずれも学位を授与するに必要な
学識を有するものと認めた。 
 
 
 
 
 
